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第 6学年 算数科学習指導案
日 時 平成１６年６月２９日（火） ５校時

学 級 6年１組 男20名 女16名 計36名
授業者 砂子田 玲子 （6年1組教室じっくり）

及 川 明美 （第２教科室 すいすい）

１ 教材名 「比べ方を考えよう」（東京書籍 新しい算数 6年上 P36～51）

２ 教材について

（１）教材観

この教材に関わる小学校学習指導要領の第６学年の目標は、「体積の意味について理解し、簡単な立体

図形の体積を求めることができるようにするとともに、速さの意味などについて理解し、それらを求める

ことができるようにする。」である。その内容は次の通りである。

［B量と測定］
（３） 異種の二つの量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を理解し、

それを用いることができるようにする。

ア 単位量当たりの考えなどを用いること。

イ 速さの意味及び表し方について理解するとともに、速さの求め方を考え、それを求めるこ

と。 

本単元の「単位量あたりの大きさ」においては「混み具合」や「人口密度」から単位量あたりの大きさ

の用い方を理解させ、「速さの表し方」においては、距離や時間が異なる場合の速さの比べ方や、時間や仕

事量が異なる場合の速さの比べ方を理解させ、それらを用いることができるようにすることをねらいとし

ている。

２つの異種の量を比較するとき、それぞれの量を表す数値の大きさが違っていると比較することはでき

ない。そこで、一方の量の数値を決めておいて、もう一方の量の数値で比較する。この学習を通して、変

数がいくつかあるときは、他の変数の数値を決めて、残りの１つの変数で決めればよい（関数の考え）と

いう見方を伸ばしていくことができる。一見複雑に見える関係も「１あたり」など単位をそろえることに

より、簡潔に処理できる。このことは、児童にとって実感をもって数学的な考え方のよさや算数の楽しさ

を味わうことにも通じるものであると考える。

（２）児童観

本単元の学習を進めるにあたり、その基盤となる基本的な事項を確認するとともに、実態を把握するた

めの事前テストを行った。結果は次の通りである。（カッコ内は正答率を表す。）

① 概数で表す問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（８９％）

② ５冊で600円のノートと７冊で910円のノートではどちらが安いかを求める問題・・・・（８９％）
③ ６リットルで30㎡ぬれるペンキがあるとき
１リットルでねれる面積は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（８３％）

１㎡ぬるのに使う量は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（３６％）

（未習）

④ 公園の面積も公園にいる人数も違う場合の混み具合を比べる問題・・・・・・・・・・・（２２％）

⑤ 面積もウサギの数も違う場合の混み具合を比べる問題

１㎡あたりのウサギの数で比べる考えがよいと思う・・・・・・・・・・・・・・・・（２５％）

１羽あたりの面積で比べる考えがよいと思う・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（７２％）

どちらがすいているか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（７２％）

③の問題の解答状況から、除数が被除数よりも大きい問題になると立式の段階からとまどう児童がいる

ことが分かった。④及び⑤の未習問題については、図や数直線を書いて解決しようとした児童はほとんど

なく、計算で求めていた。単位量あたりの考え方としては１㎡あたりの数の大きさで比べる方が分かりや
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すいのだが、「計算がしやすい」という理由で 1 羽あたりの面積で比べる考えの方を選んでいる児童が多
かった。このことから除数が被除数より大きい問題となり、答えが小数となる計算を苦手としていること

がうかがわれる。

なお、本単元の第１単元でも単位量あたりの大きさを求める場面において、どちらが除数か被除数なの

かよく分からないまま計算したり、何を求めたのか、単位は何かでとまどったりする児童が見られた。そ

のため、指導にあたっては立式する段階でその数値の表す意味や式と対応して考える活動を大切にする必

要があると考える。

（３） 少人数学習集団による指導

本単元を指導するにあたって、混み具合を数値で表す導入時の学習においては、多様な考えを通して学

び合うことが大切であると考え、機械的に２グループに分けて指導を進める。そして、３時間目の人口密

度の学習からは、レディネステストの結果や第１～２時の学習状況をもとに子どもの希望を交えながら「す

いすいコース」と「じっくりコース」の習熟度別に分け、より一人一人に合った指導を行うようにしてい

く。基本的には、はじめに決めたコースのまま単元終了時まで指導することとするが、児童の実態を踏ま

えたうえで、コースを途中変更する場合もありえる。

本単元では、少人数指導担当教師が「すいすいコース」を受け持ち、担任が「じっくりコース」を受け

持って指導にあたる。これは、児童の実態を深く理解している担任が、一人一人の学習状況に合わせなが

ら積極的に個に応じた指導を行い、考え方や自力解決の支援をしていくことができるようにするためであ

る。 
今までのコースの指導については次のような傾向がみられる。

＜すいすいコース＞

すいすいコースの児童は、算数の学習に意欲的に取り組み、個人差はあるものの既習事項を活用しなが

ら自力解決できるようになってきている。また、自分の考えを友達に伝えるために説明の仕方を工夫しな

がら、発表したり教えあったりする場面も増えてきた。しかし、出された考えを比較・検討する場面では

出された考え方の共通点や類似点を読み取ることができなかったり、筋道立てて説明することができずに

とまどったりすることもある。今後は、児童相互に教え合う雰囲気を大切にしながら多様な考え方や方法

について認め合い、話し合える力を高めていく必要があると考える。

＜じっくりコース＞

じっくりコースの児童は、算数の学習に苦手意識をもっている児童がほとんどであるが、見通しの場面

で出された考え方をもとにして自分なりに解決しようと意欲的に学習に取り組んでいる。しかし、既習事

項の定着が不十分なために個別に指導しなければ取り組めない児童もいる。そこで、授業の中で、考え方

や発表の手助けをしながら解決の糸口が見つけやすいように配慮して授業を進める必要がある。

（４） 指導観

本単元は、「単位量あたりの大きさ」、「速さの表し方」の２つの小単元に分けて指導を行う。 
【単位量あたりの大きさ】

ここでは、①身近な事象の比較（混み具合）、②人口密度、③単位量あたりの大きさの用い方の３つの段

階を追って学習を進めていく。

①については、一方の量（面積）を等しくして、それに対するもう一方の量（にわとりの数）の大きさ

によって比べることができること、またその際、等しくする方の量を単位量にすれば条件を簡単にそろえ

ることができ、複数の資料を同時に比べることができることを理解させる。そのことが、単位量あたりの

大きさで比べることのよさにつながっていることに気付かせたい。

②については、人口と面積の二つの量が関わっているので、それらを用いて比較していく。その場合、

１人あたりの面積を求めると数値が１以下の小数になり、計算が困難で数値の大きさもとらえにくいため、

面積を単位量としてそろえて人口で比べるとよいことに気付かせたい。

③については、単位量あたりの大きさの用い方として収穫量を比べたり、全体の量を求めたりする問題

を解決していく。生活のいろいろな場面と結びつけて、数値化して比較することのよさを感じ取らせたい。

【速さの表し方】 
ここでは、①「単位時間に進む道のり」で速さを表すこと、②速さ、道のり、時間の関係を「速さ＝道
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のり÷時間」とまとめて速さを求める公式を導くこと、③「単位時間あたり」の考え方を用いて仕事の速

さについて理解することの３つの内容について学習を進めていく。

①では、速さは感覚を通してとらえることもできるが、時間と長さの二つの量が関係しているので、こ

れまでの長さやかさなどの累積して量を表すことができるものとは違うということを体験を通して気付か

せていきたい。その中で距離か時間のどちらか一方をそろえて比べるという単位量あたりの考えのよさに

気付かせながら、「速さとは単位時間に進む道のりであること」を理解させていきたい。

②については、速さに関する公式を用いて速さに関するいろいろな計算ができるようにしたい。そこで、

公式を導き出すときには速さの意味と既習の乗法と除法の意味から導き出されたものであることをおさえ

ながら、理解を深めるようにしていく。「速さの意味」をとらえさせることが公式を活用する力につながる

ことを理解させたい。

③については、仕事をする速さを、速さの公式に関連付けながら考えさせていく。仕事をする速さは何

によって決まるのかということを問いかけ、時間と枚数など異なる二つの量に目を向けさせて「単位時間

あたり」の考え方を用いるようにさせていきたい。

３ 単元の目標

○ 異種の２つの量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を理解し、それを用いる

ことができる。

＜関心・意欲・態度＞

・ 単位量あたりの考え方を用いると、数値化して比較できることのよさに気付き、進んで生活に生か

そうとする。

＜数学的な考え方＞ 
・ 異種の２つの量について、割合の考えを用いて表し方や比べ方を考える。

＜表現・処理＞

・ 単位量あたりの考えを用いて混み具合や速さを比較することができる。

＜知識・理解＞

・ 速さの意味や速さの公式を理解する。

４ 教材の関連と発展 

４ 年 6 年 中 学 １ 年

⑧ がい数の表し方 ③ 平均

・概数の意味と表し方 
・四捨五入の意味と表し方 

・平均の意味とその求め方 
・代表値としての平均

↓

本単元 単位量あたりの大きさ

・ 単位量当たりの考え方とその用い方 
・ 人口密度の意味とその求め方 
・ 速さの意味とその求め方 
（時速、分速、秒速）

・ 速さに関する公式

・ 作業の速さ 
↓

⑦比例

・比例の意味とその特徴

・比例のグラフ

・比例、反比例

（式、グラフ）
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５ 単元の指導・評価計画（１６時間）

単元の評価規準

小単元 時
目 標

関 考 表 知

１ ・ 単位量あたりの考えを用いて、混み具合の比べ方を考えることが

できる。

○

２ ・ 混み具合を比べるには、単位量あたりの考えを用いればよいこと

を理解することができる。

○

３ ・「人口密度」の意味とその求め方を理解することができる。 ○

４ ・ いろいろな場合に単位量あたりの大きさの考え方が適用できるこ

とに気づくことができる。

○

５ ・ 単位量あたりの考えを用いて全体の量を求めることができる。 ○

６ ・ 学習内容に習熟する。 ○

単

位

量

あ

た

り

の

大

き

さ

７ ・ 学習内容の理解を深め、算数への興味を広げる。 ○

１ ・ 歩く速さを変えて「速さ」の違いを体験し比べ方に関心を持つこ

とができる。

○

２ ・ 距離、時間が異なる場合の速さの比べ方を、単位量あたりの考え

を用いて比べることができる。

○

３ ・ 時速・分速・秒速の意味が分かり、速さを求める公式が分かる。 ○

４ ・ 道のりを求める公式を理解し、適用することができる。 ○

５ ・ 速さと道のりを求める公式から時間の求め方を考えることができ

る。 
○

６ ・ 単位量あたりの考えを用いて、仕事の速さなどの比べ方を考える

ことができる。

○

速

さ

の

表

し

方

７ ・ 学習内容に習熟する。 ○

１ ・ 学習内容の理解を確認する。 ○ま

と

め ２ ・ 学習内容の理解を深め、算数への興味を広げる。 ○
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６ 単元の評価規準及び具体の評価規準表 （総時間数１６時間）

小 評価規準 「Ｃ努力を要する」と判断

単 時 目 標 （観 点） 具 体 の 評 価 規 準 される子への具体的な対応

元 評価場面 「Ａ十分満足できる」「Ｂおおむね満足」 の手立て

＜評価方法＞

・単位量あたりの 単位量あたりの 混み具合を比較す 単位量あたりの考 ・混み具合を比べる際に何

１ 考えを用いて、混 考えを用いて、混 るときに単位量あた えを用いて混み具合 に着目すればよいか分から

み具合の比べ方を み具合の比べ方を りの大きさをもとに の比べ方を考えてい ない場合、「にわとりの数」

考えることができ 考えている。 して比べればよいこ る。 と「小屋の面積」の２量に

る。 （考え方） とに気づき、その方 着目すればよいことを助言

自力解決場面 法を説明することが する。

＜ノート＞ できる。

・混み具合を比べ 単位量あたりの 単位量あたりの大 面積、にわとりの ・面積やにわとりの数をそ

るには、単位量あ 考えを用いて比べ きさの考えを用い 数が異なる場合の混 ろえてから混み具合を比べ

２ たりの考えを用い ればよいことを理 て、１㎡あたりの大 み具合の比べ方を理 るとよいことに気づかせ

ればよいことを理 解している。 きさで比較するよさ 解している。 る。

解することができ （知識・理解） がわかる。

る。 自力解決場面

単 ＜ノート＞

位 ・「人口密度」の 人口密度の意味 人口密度の意味を 人口密度の意味を ・数値を簡単にして人数÷

量 意味とその求め方 を理解することが 異種の２つの量の割 理解している。 面積で求められることに気

あ ３ を理解することが できる。 合からとらえた上 づかせる。

た できる。 （知識・理解） で、人口密度を正確 ・上から２けたの概数にす

り 練習問題の場面 に求めることができ るためには上から３けた目

の ＜ノート＞ る。 を四捨五入するということ

大 を確認する。

き いろいろな場合 単位量あたりの 他の場面において 収量を単位量あた ・１㎡あたりに取れた量が

さ に単位量あたりの 大きさの考えを用 も単位量あたりの考 りの大きさの考えを 単位量あたりの大きさであ

４ 大きさの考え方が いて考えることが えを用いて比べられ 用いて、比べればよ ることをおさえさせる。同

適用できることに できる。 ることに気づき、そ いことに気づく。 じように、１本あたり，１

気づくことができ （考え方） の方法を説明するこ ｌあたりも単位量あたりの

る。 自力解決場面 とができる。 大きさであることを助言す

＜ノート＞ る。

単位量あたりの 単位量あたりの 数直線を活用し単 単位量あたりの考 ・数直線図に表されている

考えを用いて全体 考えを用いて全体 位量の大きさから、 えを用いて全体の量 内容を確認する。全体の量

５ の量を求めること の量を求めること 全体量を正確に求め を求めることができ が分からないことを視覚的

ができる。 ができる。（表現・ ることができる。 る。 にとらえさせる。

処理） 自力解決場

（補充） 面＜ノート・発言＞

学習内容に習熟 面積と人口から 既習の学習内容を 既習の学習内容を ・練習問題については、机

する。 混み具合を比べる もとに練習問題を正 もとに練習問題を解 間指導を行い、つまずいて

６ 問題を解く。 確に解くことがで くことができる。 いる子には個別指導を行

（表現・処理） き、分かりやすく説 う。

練習問題の場面 明することができ

（補充） ＜ノート＞ る。

学習内容の理解 人口密度の問題 練習問題を正確に 既習の学習内容を ・前時までの学習状況で指

７ を深め、算数への が解ける。（関心･意欲･ 解き、さらに発展的 もとに練習問題を解 導が必要な子を中心に机間

興味を広げる。 態度） 練習問題の場 な問題にも進んで取 くことができる。 指導を行い、まだつまずい

面及び学習感想 り組むことができ ている子には個別指導を行

（発展） ＜ノート＞ る。 う。

・歩く速さを変え 速さの比べ方に 進んで速さの違いを ・距離が等しいときにはか

１ て｢速さ｣の違いを 関心をもつことが 体験しようとしてい かる時間の少ないほうが速

体験し、比べ方に できる。 る。 いことを確認する。

関心をもつことが (関心･意欲･態度)
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できる。 自力解決場面及

び学習感想

＜ノート＞

・単位量あたりの 単位量あたりの 単位量あたりの考 単位量あたりの考え ・公倍数の考え方で解決さ

２ 考えを用いて、速 考えを用いて、速 えを用いて解決し、 を用いて、速さの比 せ、単位量あたりの考え方

さの比べ方を考え さの比べ方を考え 単位量あたりの距離 べ方を考えている。 で解決できないか考えさせ

本 ることができる ている。 で速さを比べるよさ る。

時 （考え方） が説明できる。 ・比較・検討段階の話し合

自力解決場面 いで、単位量あたりの考え

＜ノート＞ 方で解決できることを確認

させる。

速 ・速さを求める公 速さを求める公 速さを求める公式 ・時速を分速に直すとき時

さ 式を理解し、適用 式から速さを求め から速さを求めるこ 速とは１時間、つまり６０

の ３ ができる。 ることができ、ま とができ、また、速 分間あたりなので÷６０と

表 た、速さを時速、 さを時速、分速、秒 とらえさせる。

し 分速、秒速で表す 速で表すことができ ・速さは何によって決まる

方 ことができる。 る。 のかを考えさせ、道のり÷

（表現・処理） 時間で求められることを確

練習問題の場面 認する。

＜ノート＞

・道のりを求める 道のりを求める 道のりを求める公 道のりを求める公 ・｢数直線図に表して考え

公式を理解し、適 公式から道のりを 式から道のりを求め 式から道のりを求め てみよう。｣｢時速２３２ｋ

４ 用ができる。 求めることができ ることができ、速さ ることができる。 ｍでは、どれだけ進めるの

る。 を求める公式との関 かな。｣等助言する。

（表現・処理） 係を説明することが

自力解決場面 できる。

＜ノート＞

・速さと道のりか 速さや道のりを 速さや道のりを求 速さや道のりを求 ・数直線を使って考えてみ

ら時間を求める方 求める公式を用い める公式を用いて時 める公式を用いて時 よう。｣｢前の時間に習った

５ 法を理解する。 て時間の求め方を 間の求め方を考え、 間の求め方を考えて 公式を使えないかな。｣と

考えている。 筋道を立てて説明す いる。 助言する。□を使って求め

（考え方） ることができる。 たときは式の□に４を代入

自力解決場面。 して答えを確かめさせる。

＜ノート＞

・作業の速さにつ 単位量あたりの 単位量あたりの考 単位量あたりの考 ・時間と枚数のどちらかに

いて理解する。 考えを用いて、仕 え方を用いて仕事の えを用いて、仕事の そろえれば比べられるが、

６ 事の速さなどの比 速さなどの比べ方を 速さなどの比べ方を 枚数にそろえると小さな数

べ方を考えている。考え、筋道を立てて 考えている。 になり比べにくいことに気

（考え方） 説明することができ づかせる。

自力解決場面 る。

(補充) ＜ノート・発言＞

・学習内容に習熟 速さの問題が解 速さの問題を正確 速さの問題が解く ・使う公式や、時間など単

７ する。 ける。 に解くことができ、 ことができる。 位ををそろえるとよいこと

（表現・処理） きちんと説明するこ を確認させる。

練習問題の場面 とができる。

(補充) ＜ノート＞

・学習内容の理解 実際の時刻表な いろいろなものの 実際の時刻表など ・速さの数値が割り切れな

ま １ を確認する。 どからいろいろな 速さを求めたり、事 からいろいろな速さ いことが多いので上から２

と ・ ・学習内容の理解 速さを求めようと 典などで調べたりし を求めようとしてい 桁の概数で求めるとよいこ

め ２ を深め、算数への している。 て興味を広げて取り る。 とを助言する。

興味を広げる。 （関心･意欲･態度） 組むことができる。 ・速さ＝道のり÷時間の公

練習問題の場面 式を確認させる。

(発展) ＜ノート＞

〇 補充、発展は授業の後半(終末部分)で扱う。
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７ 本時の指導 (6年 1組教室 じっくりコース)
（１） 目標
・距離、時間が異なる場合の速さの比べ方を、単位量あたりの考え方を用いて比べることができる。

（２）展開
段階 学習活動及び内容・予想される児童の反応等 支援、評価、留意事項、教具等

つ
か
む

８
分

１ 問題把握

右の表はあきらさんたちが走ったきょりと かかっ
た時間を表したものです。
一番速いのはだれですか。

（１） 「求めること」を確認する。
（２）「分かっていること」を確認する。

２ 課題把握

時間も距離もちがうときの、速さの比べ方を考えよう。

３ 見通し
（１） 結果の見通しをもつ。
・きよしの方が速い。
（２） 考え方の見通しをもつ。
＜考え方＞ 
・公倍数の考えを使って、数値をそろえる。

・時間をそろえて、１秒間に何ｍ走ったか比べる。

・距離をそろえて、１ｍ走るのに何秒かかったかで比べる。

きょり（ｍ） 時間（秒）

あきら ８０ １８

ひろし ８０ ２０

きよし １００ ２０

・表の読み取りについては、前時の学習を想起さ
せ、数字がどんな状況を表しているのかをつか
ませる。
・時間が等しいときは進む距離が長い方が速いこ
とをおさえる。
・今回は時間も距離も違う場合を比べる問題であ
り、あきらときよしを比べるとよいことに気付
かせる。
・前時までの学習と同様に、異なる２種の数量を
比べる学習であることをおさえる。
・解決の見通しが立たない子には、「距離や時間が
等しければ速さが比べられるね。そろえられな
いかな。」と助言する。
・ 公倍数の考えを認めながら、前時までの学習
の歩みの掲示を見せて、単位量あたりの考えを
活用できないか考えさせる。

４ 自力解決

ア 距離を 400ｍにそろえて比べる。
あきら 18×5＝90（秒） 
きよし 20×4＝80（秒） 

Ａ きよしの方が速い

イ 時間を 180秒にそろえて比べる。

あきら 80×10＝800（ｍ）
きよし 100×90＝900（ｍ）

Ａきよしの方が速い 

ウ 1ｍ走るのにかかる時間で比べる。

あきら 18÷80＝0.255（秒） 
きよし 20÷100＝0.2（秒） 

Ａきよしの方が速い 

エ １秒間に進む距離で比べる。
あきら 80÷18＝4.44・・（ｍ）
きよし 100÷20＝５（ｍ）

Ａきよしのほうが速い

ふ

か

め

る ５ 比較・検討
（１） 考えを発表する。
（２） それぞれの考え方の妥当性について話し合う。

(ア) 400ｍ走った場合にそろえている。
(イ) 180秒走った場合にそろえている。
(ウ) 1ｍ走った時間にそろえている。
(エ) １秒間走った距離にそろえている。

（３） それぞれの考え方の関連性について話し合う。
(オ) アとイ・・公倍数の考えを使っている。
(カ) ウとエ・・単位量あたりの考えを使っている。

（４） よりよい解決方法について話し合う。 
(キ) 普段から、きょりよりもかかった時間で速さを比べ
ているので１ｍあたりにかかった時間の方が答え
を比べやすい。

(ク) もし、比べる数が多かったら公倍数を求めるのは大
変そうだ。

(ケ) 1秒あたりにかかった距離で比べると、数が大きい
方が速く、分かりやすそうだ。

・ 1回目の机間指導で解決方法の把握を行う。
・ ２回目の机間指導では、具体の評価規準をも
とに一人一人の学習状況を把握し、支援を行う。
・ 答えの単位が間違っている児童には、式の数
値を確認し、何を求めていたのか気付かせる。

・ ア→イ→ウ→エの順に考え方を話し合う。 
・ どうして、公倍数ではなく１ｍあたりや 1秒
あたりで比べたのかたずね、考え方のよさの確
認をする。児童が十分に説明できないときには、
補足しながら発表を進めていく。

【評価規準】
距離や時間をそろえてそれに対応する他の
量の大きさで速さを比べている

具体の評価規準（観察、ノート）

Ａ：単位量あたりの考えを用いて解決し、単
位量あたりの距離で速さを比べるよさが
説明できる。

↓
１秒あたり、１ｍあたりの双方の考えと
もよいが、より分かりやすいのはどちら
か考えさせる。

Ｂ：単位量あたりの考え方で解決することが
できる。 ↓
時間や距離をそろえると解決できること
を説明できるようにする。

Ｃの子への支援
・ 混み具合の学習を想起させ、単位量あた
りの考え方で解決できないか考えさせ
る。 

・ 数値の単位を確認し、数直線を使って 100
ｍを 20等分し、１秒で進む距離を求めて
いることに気付かせる。
・ 距離が同じ時時間が短い方が速く、時間
が同じ時距離が長い方が速いことを確認
する。
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ふ
か
め
る

32
分

６ 一般化
(コ) 類題を解く。 
下の表は、ゆうこさんとかずやさんが自転車で走
った道のりと時間を表したものです。
ゆうこさんとかずやさんではどちらが速いです
か。 

走った道のりと時間

道のり(m) 時間(分)
ゆうこ ３０００ １２

かずや ２２００ ８

・ 単位量あたりの考えを使った方法で解決させ、
その有効性に気付かせていく。「何あたり」で比
べているのかをノートに書くように指示する。
・ 特に、自力解決段階で支援が必要だった児童
が解決することができているか確認する。

ま
と
め
５分

７ まとめ・感想

速さは単位量あたりの考えを使って比べることがで
きる。

８ 次時の予告

・ できるだけ児童の言葉でまとめる。
・ 感想を書かせて本時の学習を振り返り、自分
の学習への取り組みを評価させる。

（3）本時の「児童の反応と指導の手立て」の構想
Ａ B Ｃ

評
価
規
準

単位量あたりの考えを用いて解決
し、単位量あたりの距離で速さを比べ
るよさが説明できる。

単位量あたりの考えを用
いて、速さの比べ方を考え
ている。

時間や距離をそろえると解決できること
は分かるが、単位量あたりの考えとは結び付
けて考えることが出来ない。

予
想
さ
れ
る
反
応

・単位量あたりの距離で比べる。
80÷18＝4.4 100÷20＝5
・単位量あたりの時間で比べる。
18÷80＝0.225 
20÷100＝0.2 
・解決方法について説明することがで
きる。
・距離と時間の 2 通りを出して、比
べている。

・単位量あたりの距離で比
べる。（距離か時間のどちら
か） 
80÷18＝4.4 100÷20＝5
・単位量あたりの時間で比
べる。
18÷80＝0.225 
20÷100＝0.2 

・距離や時間をそろえて考えようとするが、
正確に解決できなかったり、出た答えが何で
あるかとまどったりしている。
・公倍数の考えで求めており、単位量あたり
の考え方が思い出せないでいる。

指
導
の
手
立
て

＊発展
1秒あたり、１ｍ当たりの双方の考え
ともよいが、より分かりやすいのはど
ちらか考えさせる。

・立式だけの児童には、ど
うして比べたか確認し、単
位量あたりの進む距離やか
かる時間で比べていること
を確認する。他の求め方は
ないか考えさせ、単位量あ
たりの考えのよさを考えさ
せる。

・100÷20の 100と 20の単位を確認し、数
直線を使って 100ｍを 20等分し 1秒で進む
距離を求めていることに気づかせる。
・混み具合の学習を想起させ、単位量あたり
の考えでも速さを比べられることに気づか
せる。
・距離が同じ時時間が短い方が速く、時間が
同じ時距離が長い方が速いことを確認する。

8 板書計画

きょり
(m) 

時間
(秒)

あきら 80 18 
ひろし 80 20 
きよし 100 20 
一番速いのはだれですか。

時間もきょりもちがうときの

速さの比べ方を考えよう

速さは単位量あたりの考えを使

って比べることができる

問題 課題 まとめ

〇 きょりを 400ｍにそろえる
あきら 18×5＝90（秒） 
きよし 20×4＝80（秒） 
Ａ きよしの方が速い

見通し

・ 公倍数を使う

・ 単位量あたりの考えを使う

〇 1ｍ走るのにかかった時間
あきら 18÷80＝0.255（秒） 
きよし 20÷100＝0.2 （秒） 
Ａ きよしの方が速い

①式 
3000÷12＝250（ｍ）
2200÷8＝275 （ｍ）
Ａ かずやさんが速い

◎ 1秒あたりにすすむきょり
あきら 80÷18＝4.44…（ｍ）
きよし 100÷20＝5 （ｍ）
きよしの方が速い

公倍数 単位量あたりの考え

時間やきょりをそろえて比べている。



７ 本時の指導 （第２教科室 すいすいコース）
(１) 目標
・ 距離、時間が異なる場合の速さの比べ方を、単位量あたりの考え方を用いて比べることができる。

(２) 展開

段階 学習活動及び内容・予想される児童の反応等 支援、評価、留意事項、教具等

１ 問題把握

この表は明さんたちが走った距離とかかった時間を表
したものです。一速いのは誰ですか。

つ きょり(ｍ) 時間(秒)
あきら ８０ １８
きよし １００ ２０
ひろし ８０ ２０

・ 表の読み取りについては、前時を想起させ距離
か (１) 「求めること」を確認する。 が同じなら時間が短いほうが速く、時間が同じな
(２) 「分かっていること」を確認する。 ら距離が長いほうが速いことを確認させる。

２ 課題把握 ・ 今回は時間も距離も違う場合であることに気づ
かせ、児童から課題を引き出すようにする。

む 時間と距離が違うときの速さの比べ方を考えよう。

３ 見通し ・ 解決の見通しがもてない児童には、前時までの
(１) 結果の見通しを持つ。 学習をもとにどのような考え方を活用すればよい
・ きよしの方が速い。 か考えさせる。

(２) 考え方の見通しを持つ。 ・ 考え方の見通しと方法の見通しを関連づけ、自
＜考え方＞ 分がどのような考え方をもとに自力解決に取り組
・ 時間をそろえて、１秒間に何ｍ走ったかで比べる。 むのかを明確にする。
・ 距離をそろえて、１ｍ走るのに何秒かかったかで比

８ べる。
＜方法＞

分 ・ 計算、数直線図

４ 自力解決 ・ 答えの単位が間違っている児童には、数直線を
ア 時間をそろえて比べる。・単位量あたりの距離 使って、何を求めたのかを考えさせる。
あきら：８０÷１８＝４．４・・(ｍ) ・ 公倍数の考え方をしている児童には、単位量あ
きよし：１００÷２０＝５ (ｍ) たりの考え方で解決できないか考えさせる。

Ａきよしの方が速い ・ 単位量あたりの考え方を活用してウ・エの２つ
の解き方をしている児童には、どちらが分かりや

ふ イ 距離をそろえて比べる。･単位量あたりの時間 すいか考えさせる。
あきら：１８わる８０＝０．２２５ (秒)
きよし：２０わる１００＝０．２ (秒) 【評価規準】

Ａきよしの方が速い 距離や時間をそろえてそれに対応する他の量の
か ウ 公倍数の考えで時間をそろえて比べる。･１８０秒間 大きさで速さを比べている。

に走る距離
あきら：８０×１０＝８００ (ｍ) 具体の評価規準(観察、ノート)
きよし：１００×９＝９００ (ｍ)

め Ａきよしの方が速い Ａ：単位量あたりの考えを用いて解決し、単位量
エ 公倍数の考えで距離をそろえて比べる。･４００ｍ走 あたりの距離で速さを比べるよさが説明でき
るのにかかる時間 る。 ↓
あきら：１８×５＝９０ (秒) １秒あたり、１ｍあたりの双方の考えともよ

る きよし：２０×４＝８０ (秒) いが、より分かりやすいのはどちらか考えさ
Ａきよしの方が速い せる。

Ｂ：単位量あたりの考え方で解決することができ
５ 比較･検討 る。 ↓
(１) それぞれの考え方の妥当性について話し合う。 時間や距離をそろえると解決できることを説
解くための方法が、単位量あたりの考えを使っている 明できるようにする。
か。
(２) それぞれの考え方の関連性について話し合う。
・４つの考え方とも一方の数を揃えて比べている。 Ｃの子への支援
・アとイは、公倍数の考え方を活用している。 ① 数値の単位を確認し、数直線を使って何を
ウとエは、単位量あたりの考え方を活用している。 求めているか考えさせる。

(３) よりよい解決法について話し合う。
・公倍数は数が大きくなると求めにくい。 ・ １秒当たりの考え、１ｍあたりの考えは、既習
・単位量あたりの考え方は３つ以上比べる場合でも求め の単位量あたりの考え方を活用していることをお
やすい。 さえる。

・ 公倍数の考えとの比較を通して、単位量あたり



の考えのよさに気づかせる。
ふ ･ 単位量あたりの考え方である２つの解決方法で

取り組ませる。
か ・ 自力解決でＣの学習状況であった児童を中心に
６ 一般化 支援を行う。
め ・類題を解く

・ 速さを比べる場合も、単位量あたりの考え方で
る 「 下の表は、ゆうこさんとかずやさんが自転車で走った 求められることおさえる。
道のりと時間を表したものです。ゆうこさんとかずや
さんでは、どちらが速いですか。」
＜走った道のりと時間＞

32 道のり（ｍ） 時間(分)
分 ゆうこ ３０００ １２

かずや ２２００ ８

ま ７ まとめ
と
め 速さは、単位量あたりの考えを使って比べることが ･ 本時の学習を振り返らせ、児童にまとめさせる。
５ できる。
分
８ 練習問題を解く
９ 次時の予告

(３) 本時の「児童の反応と指導の手立て」の構想

Ａ Ｂ Ｃ

評価規準 ･単位量あたりの考えを用いて解決 ･単位量あたりの考えを用いて、 ･時間や距離をそろえると解決でき
し、単位量あたりの距離で速さを比 速さの比べ方を考えている。 ることはわかるが、何を求めている
べるよさが説明できる。 のかとまどっている。

予想され ･解決方法について説明することが ･単位量あたりの距離で比べる。 ･距離や時間をそろえて考えようと
る反応 できる。 ８０÷１８＝４．４･･ するが、正確に解決できなかったり、

･他の方法と比べて、よい点はどこ １００÷２０＝５ 出た答えからどちらが速いか比べる
か考えることができる。 ･単位量あたりの時間で比べる。 ことができない。

１８÷８０＝０．２２５
２０÷１００＝０．２

指導の手 ※発展 ･時間や距離をそろえると解決で ・数値の単位を確認し、数直線を使
立て 単位量あたりの考え方を使って、 きることを説明できるようにす って何を求めているか考えさせる。

数直線図に表せないか考えさせる。 る。

８ 板書計画

問題 この表は明さんたちが走ったきょ 課題 時間と距離がちがうときの、 まとめ 速さは、単位時間量あ
りとかかった時間を表したものです。 速さの比べ方を考えよう。 たりの考えを使って比べ
いちばん速いのは誰ですか。 ることができる。

見通し
きょり(ｍ) 時間(秒) きよしの方が速い。

あきら ８０ １８ 方法 ○も１
きよし １００ ２０ ･時間をそろえて、１秒間に何ｍ ３０００÷１２＝２５０(ｍ)
ひろし ８０ ２０ 走ったかで比べる。 ２２００÷８＝２７５(ｍ)

･距離をそろえて、１ｍ走るのに Ａ かずやさんの方が速い。
何秒かかったかで比べる。

時間をそろえて比べる 距離をそろえて比べる 公倍数(距離をそろえ 公倍数(時間) 一人学び
あきら 80÷ 18＝ 4.4･ あきら 18 ÷ 80 ＝ る) あきら 80 × 10 ＝
きよし 100÷ 20＝ 5 0.225 あきら 18 × 5 ＝ 90 800
Ａきよし きよし 20÷ 100＝ 0.2 きよし 20× 4＝ 80 きよし 100 × 9 ＝

Ａきよし Ａきよし 900
Ａきよし


